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保護関係のフェイルオーバーとフェイルバックを実
行する

Active IQ Unified Manager で保護関係のフェイルオーバーと
フェイルバックを実行する

ハードウェア障害や災害が原因で保護関係のソース ボリュームが無効になっている場合
は、Unified Managerの保護関係機能を使用して、保護デスティネーションに読み取り /

書き込みアクセスを設定し、ソースが再びオンラインになるまでそのボリュームにフェ
イルオーバーすることができます。さらに、元のソースがデータを提供できるようにな
った時点で、ソースにフェイルバックすることができます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• この処理を実行するには、OnCommand Workflow Automationをセットアップしておく必要があります。

手順

1. "SnapMirror関係の解除"。

デスティネーションをデータ保護ボリュームから読み取り / 書き込みボリュームに変換する前、および関
係を反転する前に、関係を解除する必要があります。

2. "保護関係を逆転させる"。

元のソース ボリュームが再び使用可能になったら、ソース ボリュームをリストアして元の保護関係を再
確立できます。ソースをリストアする前に、以前のデスティネーションに書き込まれたデータとソースを
同期させる必要があります。逆再同期処理を使用して新しい保護関係を作成するには、元の関係のロール
を反転し、ソース ボリュームと以前のデスティネーションを同期させます。新しい関係に対して新しいベ
ースラインSnapshotコピーが作成されます。

反転関係は、カスケード関係に似ています。

3. "反転されたSnapMirror関係をブレイクします"。
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元のソース ボリュームが再同期され、再びデータを提供できるようになったら、解除処理を使用して反転
関係を解除します。

4. "関係を削除する"。

反転関係が不要になったときは、元の関係を再確立する前に反転関係を削除する必要があります。

5. "関係を再同期する"。

再同期処理を使用して、ソースからデスティネーションにデータを同期し、元の関係を再確立します。

Active IQ Unified Manager のボリューム／ヘルスページから
SnapMirror 保護関係を解除する

[ボリューム / 健全性の詳細]ページで保護関係を解除することで、SnapMirror関係にある
ソース ボリュームとデスティネーション ボリュームの間のデータ転送を停止することが
できます。関係の解除は、データを移行する場合のほか、ディザスタ リカバリやアプリ
ケーションのテストなどの目的で行うことがあります。デスティネーション ボリューム
は読み書き可能ボリュームに変わります。SnapVault関係を解除することはできません。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. ボリューム / ヘルス 詳細ページの 保護 タブで、トポロジから切断する SnapMirror 関係を選択します。

2. 宛先を右クリックし、メニューから「Break」を選択します。

[関係の解除]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. 関係を解消するには、*続行*をクリックしてください。

4. トポロジで、関係が解除されていることを確認します。

Active IQ Unified Manager のボリューム／健全性の詳細ペー
ジから保護関係を反転する

災害によって保護関係のソース ボリュームが機能しなくなった場合は、ソースの修理や
交換を行う間、デスティネーション ボリュームを読み書き可能に変換してデータの提供
を継続することができます。ソースがデータを受信できる状態に戻ったら、逆再同期処
理を使用して逆方向の関係を確立し、ソースのデータを読み書き可能なデスティネーシ
ョンのデータと同期できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。
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• SnapVault関係については実行できません。

• 保護関係がすでに存在している必要があります。

• 保護関係が解除されている必要があります。

• ソースとデスティネーションの両方がオンラインになっている必要があります。

• ソースが別のデータ保護ボリュームのデスティネーションになっている場合は実行できません。

• このタスクを実行すると、共通のSnapshotコピーのデータよりも新しいソースのデータは削除されます。

• 逆再同期した関係に対して作成されるポリシーとスケジュールは、元の保護関係と同じになります。

ポリシーとスケジュールが存在しない場合は作成されます。

手順

1. ボリューム / ヘルス 詳細ページの 保護 タブから、トポロジー内でソースと宛先を反転させたい
SnapMirror リレーションシップを見つけて右クリックします。

2. メニューから「逆再同期」を選択します。

[逆再同期]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. 「逆再同期」ダイアログボックスに表示されている関係が、逆再同期操作を実行する関係であることを確
認し、「送信」をクリックします。

[逆再同期]ダイアログ ボックスが閉じて、[ボリューム / 健全性の詳細]ページの上部にジョブのリンクが表
示されます。

4. オプション： *ボリューム / ヘルス*詳細ページで*ジョブの表示*をクリックすると、各逆再同期ジョブの
ステータスを追跡できます。

フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

5. オプション： ブラウザの 戻る 矢印をクリックして、ボリューム / ヘルス の詳細ページに戻ります。

すべてのタスクが正常に完了すれば逆再同期処理は終了です。

Active IQ Unified Manager のボリューム/ヘルス詳細ページか
ら保護関係を削除する

保護関係を削除すると、選択したソースとデスティネーションの間の既存の関係を完全
に削除することができます。これは、たとえば別のデスティネーションを使用して関係
を作成する場合などに行います。この処理ではすべてのメタデータが削除され、元に戻
すことはできません。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順
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1. ボリューム / ヘルス 詳細ページの 保護 タブで、トポロジから削除する SnapMirror 関係を選択します。

2. デスティネーションの名前を右クリックし、メニューから「削除」を選択します。

[関係の削除]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. 関係を解除するには、*続行*をクリックしてください。

関係が[ボリューム / 健全性の詳細]ページから削除されます。

Active IQ Unified Manager のボリューム/ヘルス詳細ページか
ら保護関係を再同期する

SnapMirror関係やSnapVault関係を解除してデスティネーションが読み書き可能になった
あとに、ソースのデータとデスティネーションのデータが一致するようにデータを再同
期することができます。再同期は、必要な共通のSnapshotコピーがソース ボリュームで
削除されたためにSnapMirrorやSnapVaultの更新が失敗する場合にも実行することがあり
ます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• OnCommand Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. Volume / Health の詳細ページの Protection タブから、トポロジ内で再同期する保護関係を見つけて右ク
リックします。

2. メニューから「再同期」を選択してください。

または、Actions メニューから Relationship > Resynchronize を選択して、現在詳細を表示している関
係を再同期します。

[再同期]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. 「再同期オプション」タブで、転送優先度と最大転送速度を選択します。

4. 「ソーススナップショットコピー」をクリックし、次に「スナップショットコピー」列で「デフォルト」
をクリックします。

[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

5. デフォルトの Snapshot コピーを転送するのではなく、既存の Snapshot コピーを指定する場合は、*既存
の Snapshot コピー*をクリックし、リストから Snapshot コピーを選択してください。

6. 「送信」をクリックしてください。

[再同期]ダイアログ ボックスに戻ります。

7. 複数のソースを再同期するように選択した場合は、既存の Snapshot コピーを指定する次のソースの デフ
ォルト をクリックしてください。
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8. *送信*をクリックして、再同期処理を開始してください。

再同期ジョブが開始されると、[ボリューム / 健全性の詳細]ページに戻り、ページの上部にジョブのリン
クが表示されます。

9. オプション： ボリューム / ヘルスの詳細 ページで ジョブの表示 をクリックすると、各再同期ジョブのス
テータスを追跡できます。

フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

10. オプション： ブラウザの 戻る 矢印をクリックして、ボリューム / ヘルス の詳細ページに戻ります。

すべてのタスクが正常に完了すれば再同期ジョブは終了です。
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